
令和３年９月１３日（月）～令和３年９月１９日（日）〔令和３年第３７週〕の感染症発生状況 

第３７週で定点当たり患者報告数の多かった疾病は、１）感染性胃腸炎 ２）突発性発しん ３）流行性角結膜炎でした。 

感染性胃腸炎の定点当たり患者報告数は２．３２人と前週（１．８６人）から増加しましたが、例年より低いレベルで推移しています。 

突発性発しんの定点当たり患者報告数は０．６５人と前週（０．４３人）から増加し、例年並みのレベルで推移しています。 

流行性角結膜炎の定点当たり患者報告数は０．５６人と前週（０．４４人）から増加しましたが、例年より低いレベルで推移しています。

【感染症発生動向調査事業から】

今、何の病気が流行しているか！

第３７週報告数第２位

第３７週報告数第１位
結核予防週間「結核は、過去の病じゃありません。」 
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 令和３年９月２４日から９月３０日までは結核予防週間です。 
 川崎市における令和２年の結核罹患率は９．９（人口１０万対）と、全国 
（１０．１）よりは低いものの、神奈川県（８．７）よりは高い状況です。年
齢階級別では、６０歳以上の割合が増加し、全体の６割を超えています。 
 結核は一般的に、患者の咳やくしゃみの際にしぶきと共に排出され、空気中
に飛び散った結核菌を直接吸い込むことによって感染します。また、過去に感
染したことのある方が、基礎疾患や加齢などで免疫力が低下すると、体内に冬
眠状態で潜んでいた結核菌が再び増殖し、発症することもあります。 
 発症初期は発熱や咳など風邪と似た症状を呈するため、気付かないうちに進
行してしまうことがあります。健診は必ず受け、痰のからむ咳、微熱、身体の
だるさなどが２週間以上続く場合には早めに医療機関を受診しましょう。 
全国、神奈川県、川崎市における結核罹患率の年次推移

－平成２８年～令和２年－ 
川崎市における結核年齢階級別発生状況

－平成３０年～令和２年－ 

令和２年の結核罹患率の減少は、新型コロナウイルス感
染症流行に伴う医療機関への受診控えや健診の受診率
低下による影響も要因の一つと考えられています。 
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